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今月の誌面ガイド   Lineup

  2  竹田市地域コミュニティモデル地区形
成ビジョンを策定しました

  4  予防接種は計画的に受けましょう ほか
  9  竹田の「星」再発見④
12  たけたんインフォ
17  「建築」の魅力に出会う
      「隈研吾の建築×竹田の建築」展開催！
19  市長コラム「有由有縁」

別冊  忘れずに！市県民税申告

　　　　　　　　　  （ 前 月 比 ）　
人　口　20,855　人（－   48人 ）
男　性　  9,782　人（－   17人 ）
女　性　11,073　人（－   31人 ）
世帯数　10,082世帯（－   13世帯 ）
※令和３年１月１日現在の住民基本台帳による

人口のうごき

■題字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

雪
に
も

コ
ロ
ナ
に
も
負
け
ず
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１
．
策
定
に
あ
た
り

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
は
、
急
激

な
人
口
減
少
・
高
齢
化
率
の
上
昇
に

よ
り
、
集
落
の
小
規
模
化
・
高
齢
化

が
進
み
、
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
地

域
課
題
や
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
市
で
は
、
竹

田
市
地
方
創
生
Ｔ
Ｏ
Ｐ
総
合
戦
略
に

お
い
て
、「
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
形
成

に
取
り
組
む
こ
と
」と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
戦
略
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
地
域
と
行
政
が
共
に
、
地
域
が

有
す
る
特
性
を
活
か
し
た
地
域
づ
く

り
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
手
法
と
し
て
、
新
し
い
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
で
あ
る

『
地
域
運
営
組
織
』の
モ
デ
ル
地
区
を

形
成
し
、
検
証
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
情
報
を
他
地
域
及
び
関
係
機
関
と

共
有
し
な
が
ら
、
丁
寧
に
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

今
、
な
ぜ「
地
域
運
営
組
織
」な
の
か

　

地
域
運
営
組
織
と
は
、
従
来
の
行

政
主
導
で
は
な
く
、
地
域
住
民
自
ら

が
地
域
の
現
実
を
受
け
止
め
、
将
来

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
、
地
域
住

民
の
絆
を
基
本
と
し
て
、
安
全
・
安

心
な
地
域
を
持
続
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
構
成
さ
れ
る
組
織
で
す
。　

 

　

竹
田
市
に
は
３
５
３
の
自
治
会
が

あ
り
、
地
域
別
に
み
る
と
竹
田
地
域

は
１
８
６
、
荻
地
域
は
26
、
久
住
地

域
は
83
、
直
入
地
域
は
58
と
い
う
構

成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
自
治
会
の
世
帯
数
を
み
る
と
、

最
小
で
は
２
世
帯
か
ら
最
大
で
２
０

８
世
帯
と
、
自
治
会
ご
と
の
格
差
が

拡
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
治
会

未
加
入
者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
率
が
50
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

の
集
落
を
小
規
模
集
落
と
い
い
、
市

内
全
体
で
２
２
０
も
の
自
治
会
が
小

規
模
集
落
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
自
治
会
で

は
、
従
来
同
様
の
自
治
会
の
各
種
活

動
を
行
う
こ
と
が
難
し
く
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
有
の
課
題
を
明

確
に
し
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
課

題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

行
政
や
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
つ
つ
、

連
携
・
協
働
に
よ
り
課
題
を
解
決
し

て
い
く
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形

成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

竹
田
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
デ
ル
地
区

形
成
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
協
働
に
よ
る
住
民
自
治
の
実
現
を
目
指
し
て
「
竹
田
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
デ
ル
地
区
形
成

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
住
民
の
結
び
つ
き
が
強
い
地
域
単
位
で
集
落
を
越
え
て
支
え
合
う
、
新
た

な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
を
構
築
し
、
協
働
に
よ
る
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
と
、
そ
の
形
成
に
向
け
て
の
条
件
整
備
や
方
向
性
を

示
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

（島根県雲南市の地域運営組織形成の例）

市民力を地縁単位で結集

概ね小学校区域で
あらゆる団体が結集

地域の総力を結集し、
地域課題を自ら解決！

地縁型組織

目的型組織 属性型組織

自治会

消防団 ＰＴＡ
営農組織

高齢者の会文化サークル
女性サークル

町内会

〜考え方〜

地域の経営体
（住民自治のプラットホーム）

小規模多機能自治組織

監査機関 事務局

会長

副会長

理事会等

住　民・各種団体

○
○
部
会

○
○
部
会

○
○
部
会

○
○
部
会

" １世帯１票制 "
ではなく

” １人１票制 "
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２
．
地
域
運
営
組
織
形
成

に
向
け
て
の
基
本
的
な

視
点
は
？

①
地
域
の
人
材
の
発
掘
と
育
成

　

地
域
に
は
、
豊
か
な
経
験
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
つ
人
が
潜
在
的
に
存
在
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
幅
広
い
世
代
の

人
々
が
活
動
し
や
す
い
環
境
、
活
動

し
た
く
な
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

②
地
域
情
報
の
共
有
化
と
地
域
資
源

の
有
効
活
用

　

地
域
の
情
報
を
共
有
化
し
、
情
報

の
共
有
を
通
じ
て
地
域
活
動
へ
の
参

画
が
促
進
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域

資
源
を
基
軸
と
し
た
自
然
と
歴
史
・

文
化
を
充
分
に
活
か
し
、
見
直
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

③
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
の
維
持
と

『
協
動
』に
よ
る
地
域
づ
く
り

　

地
域
を
守
り
維
持
し
て
い
く
た
め
、

単
位
自
治
会
と
地
域
運
営
組
織
の
意

思
疎
通
が
図
ら
れ
、
お
互
い
に
補
完

し
合
っ
て
、
行
政
も
対
等
な
立
場
で

そ
の
役
割
を
発
揮
し『
協
動
』に
よ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

④
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
す

る
理
念
の
共
有

　

地
域
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た

め
に
は
、
ま
ず
住
民
一
人
ひ
と
り
が

地
域
の
問
題
を
自
分
の
問
題
と
し
て

認
識
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
課

題
の
発
見
に
努
め
、
そ
の
解
決
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
市
で
は
、
随
時
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　
本
事
業
の
取
り
組
み
内
容
の
ご
相

談
や
、
地
域
の
活
性
化
を
考
え
て
い

る
地
域
な
ど
、
な
ん
で
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
企
画
情
報
課　

☎
63
―

４
８
０
１

　

明
治
地
区
で
は
、
高
齢
化
に
よ
り

自
治
会
長
会
や
地
区
社
協
・
地
区
体

協
な
ど
複
数
の
組
織
に
多
く
の
役
員

を
配
置
す
る
事
が
困
難
に
な
っ
て
お

り
、
相
互
の
連
携
も
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
複
数
の
組
織
を

統
合
し
、
明
治
が
ひ
と
つ
に
な
っ

て
こ
れ
か
ら
迎
え
る
厳
し
い
高
齢

化
・
人
口
減
少
に
備
え
て
い
く
た
め

に
組
織
体
制
を
見
直
し
、
昨
年
９
月

８
日
に
竹
田
市
初
の
地
域
運
営
組
織

で
あ
る
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば

i-m
eiji

」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

５
年
後
の
明
治
地
区
を
見
据
え
て

　

組
織
設
立
準
備
会
で
５
年
後
の
明

治
の
理
想
の
姿
を
考
え
ま
し
た
。「
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
明
治
が
続
い
て

い
る
」「
移
住
者
が
さ
ら
に
増
え
て
い

る
」な
ど
の
意
見
が
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
ん
な
明
治
を
実
現
す
る
た
め

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ばi-m

eiji

は
次
の
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

i-m
eiji

の
取
り
組
み

　

皆
さ
ん
が
今
ま
で
以
上
に
地
区
活

動
へ
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

活
動
の
参
加
方
法
や
活
動
時
間
を
工

夫
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
意
見
交
換
会
や
寄
り
合
い

場
の
設
置
も
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
自
立
し
た
運
営
を
求
め
ら
れ
て

お
り
、
従
来
の
活
動
に
加
え
新
規
活

動
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

竹田市地域コミュニティモデル地区形成ビジョンを策定しました

↑「i-meiji」 設立総会の様子

※明治地区では住民アンケート調査により、取り組み内容及び優先順位を決定しました。

事前相談の開始　－本年２月より―
〈事業の流れ〉

事
前
相
談

取
り
組
み
に
向
け
た
地
域
の
合
意
形
成

モ
デ
ル
地
区
取
り
組
み
の
申
込

組
織
設
立
に
向
け
た
地
域
の
合
意
形
成

地
域
運
営
組
織
設
立

認　
　

定

交
付
金
の
交
付（
５
年
間
）

☆高齢者世帯への声掛け充実
・一人暮らしマップの作成
・移動支援の促進
・免許返納後の支援

①よりよく生きる行動

高齢者移動支援

☆地区内の連絡体制の強化
・防災マップの作成
・避難訓練の実施
・街灯の設置、道路の危険箇所の整備

②命を守る行動

配食サービス

☆若者や女性からの意見収集
・移住者への積極的なアプローチ
・新規活動への支援
・特産品の開発

③人とつながる行動

よっちはなそう会

地
域
計
画
の
策
定
５
か
年
計
画

→ → → → → → →

モ
デ
ル
地
区
事
例　

 「
明
治
地
区
」 

の
取
り
組
み
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予防接種は計画的に受けましょう／ひとり親世帯臨時特別給付金  忘れずに申請を！  ほか

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
収
入
が
減
少
し
た
ひ

と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
と
し
て
、「
ひ

と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
」の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

申
請
期
限
は
２
月
26
日
㈮
で
す
。

給
付
金
の
対
象
と
な
る
方
で
申
請
が

ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
必
ず
期

限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

給
付
要
件
に
該
当
す
る
か
ど
う

か
は
、
広
報
た
け
た
１
月
号
の
12

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
も
し
く
は
竹
田
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
着
情
報
か
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
す
ま
い
る（
社
会
福
祉
課
内
）

☎
63
―

４
８
２
３

忘
れ
ず
に
申
請
を
！

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

申請期限
2／26㈮

　

予
防
接
種
は
、
そ
の
病
気
に
か
か

り
に
く
く
す
る
こ
と
、
か
か
っ
て
も

重
症
化
し
な
い
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
予
防
接
種
の
タ
イ
ミ

ン
グ
は
、
感
染
症
に
か
か
り
や
す
い

年
齢
な
ど
を
も
と
に
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
お
子
さ
ん
の

健
康
が
気
に
な
る
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

計
画
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
麻
し
ん
・
風
疹（
Ｍ
Ｒ
）２

期
は
小
学
校
就
学
前
の
一
年
間
で
接

種
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
麻

し
ん
は
、
感
染
力
が
強
く
進
学
や
就

職
の
際
に
免
疫
を
も
っ
て
い
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
年
齢
の
方
で
接
種
し
て

い
な
い
方
は
、
３
月
31
日
ま
で
は
無

料
で
接
種
で
き
ま
す
の
で
、
早
め
の

接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら

異
な
る
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
間
隔
に
つ

い
て
、
見
直
し
が
あ
り
ま
し
た
。

①
注
射
生
ワ
ク
チ
ン
ど
う
し
の
時
は

27
日
以
上
あ
け
る
。

②
そ
の
他
の
ワ
ク
チ
ン
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
る
場
合
は
、
一
律
の
日
数
制

限
は
設
け
な
い
。

　

同
じ
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

複
数
回
受
け
る
場
合
は
、
ワ
ク
チ
ン

ご
と
に
決
め
ら
れ
た
間
隔
を
守
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

接
種
か
ら
数
日
間
は
、
発
熱
や
接

種
部
位
の
腫
れ
な
ど
が
出
る
こ
と
が

あ
り
、
ル
ー
ル
上
接
種
が
可
能
な
期

間
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
、
発
熱
や
接

種
部
位
の
腫
れ
が
な
い
こ
と
、
体
調

が
良
い
こ
と
を
確
認
し
、
か
か
り
つ

け
医
に
相
談
の
う
え
、
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
健
診
も
成
長
・
発

達
の
節
目
で
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
可
能
な
限
り
先
延
ば
し

に
せ
ず
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
す
ま
い
る（
社
会
福
祉
課
内
）

☎
63
―
４
８
２
３

感
染
症
予
防
の
た
め
に

―

予
防
接
種
は
計
画
的
に
受
け
ま
し
ょ
う

  「おおいた妊娠ヘルプセンター」では、新型
コロナウイルス感染症に対して不安を抱え
る妊婦の方からの相談や、思いがけない妊
娠の悩みなど、さまざまな妊娠の悩みについ
て助産師が相談に応じます。ご本人だけで
はなく、パートナー、ご家族からのご相談も
お受けしています。
　一人で悩まず、お気軽にご相談ください。
相談日時　水曜日～日曜日の午前11時30分

～午後７時
電話相談　フリーダイヤル 0120-241-783
メール相談　ninsin-783@sage.ocn.ne.jp
面接相談　助産師による相談（随時）、産婦

人科医師による相談（予約制）
　　　　　※相談料は無料
場所　大分県大分市中央町４丁目２-29
　　　園田ビル２階

妊娠のお悩みは
「おおいた妊娠ヘルプセンター」へ

「おおいた妊娠ヘルプセンター」ホームページ
→ http://www.oitaninsin-hc.com/

子育てをフルサポート
母子モ「たけたん子育て
アプリ すまいる」
　市では、ＩＣＴを活用した子育
て支援を推進するため、「たけたん
子育てアプリ　すまいる」を導入し
ました。
　このアプリには、妊娠や子育て
に関する各種情報の配信、妊娠の
経過記録や予防接種のスケジュー
ル管理ができる機能があり、お子
さんの成長記録を写真とコメント
付きで残すこともできます。
　また、竹田市の情報だけでなく、
大分県の情報も確認でき、離れて
いる家族ともお子さんの成長が共
有できます。
　ぜひ、アプリをインストールし
てご活用ください。

アプリの
インストールは
コチラから　→

↑子育てに必要な情報を一目で
チェック！日々の出来事も楽し
く記録できます
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消防表彰／「竹田市成年後見制度利用促進基本計画」を策定  ほか

　

第
２
回「
竹
田
市
成
年
後
見
制
度

利
用
促
進
審
議
会（
会
長 

利
光
宏
司 

弁
護
士
）」が
12
月
17
日
に
開
催
さ
れ
、

「
竹
田
市
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

基
本
計
画（
案
）」が
答
申
さ
れ
ま
し

た
。

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
高

齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
判
断
能
力
の

不
十
分
な
方
の
た
め
、
財
産
管
理
や

契
約
行
為
を
本
人
に
代
わ
っ
て
行
う

後
見
人
な
ど
を
選
任
す
る
制
度
で
す
。

市
で
は
こ
の
制
度
を
利
用
し
、
自
ら

の
権
利
を
守
り
な
が
ら
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
い
生
活
が
継

続
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
た
め
、

同
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
に
つ
い
て
は
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課　

☎
63
―

４
８
１
１

 

高
齢
者
福
祉
課　

☎
63
―

４
８
０
９

　

髙こ
う

堂ど
う

寛か
ん

治じ

郎ろ
う

さ
ん（
85
歳
・

下
町
）が「
地
縁
に
よ
る
団
体
功

労
者
総
務
大
臣
表
彰
」を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

髙
堂
さ
ん
は
19
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
下
町
自
治
会
長
と
し

て
自
治
組
織
の
発
展
に
努
め
、

特
に
平
成
29
年
度
に
完
成
し
た

竹
田
市
定
住
促
進
住
宅（
ア
ル

バ
代
官
町
）入
居
者
の
自
治
会
加

入
な
ど
行
政
と
の
連
絡
調
整
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

「
竹
田
市
成
年
後
見
制
度

利
用
促
進
基
本
計
画
」を
策
定

↑利光会長から竹田市長へ計画（案）が答申されました

　

今
年
の
消
防
出
初
式
が
中
止
の
た

め
、
消
防
関
係
表
彰
を
紙
面
掲
載
に

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

消
防
表
彰

表
彰
受
章
者（
敬
称
略
）

消
防
庁
長
官
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章

竹
田
方
面
隊　

児
玉
英
幸

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

○
精
績
章

竹
田
方
面
隊　

西
山
哲
彰

○
勤
続
章

竹
田
方
面
隊　

西
山
哲
彰
・
穴
見
貴

信
・
坂
本
大
蔵
▽
荻
方
面
隊　

猪
野

精
一
郎
・
橋
本
良
・
楢
木
野
寛
幸
▽

久
住
方
面
隊　

大
倉
輝
幸
▽
直
入
方

面
隊　

内
田
郁

大
分
県
知
事
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章

久
住
方
面
隊　

塩
手
彰
浩
▽
直
入
方

面
隊　

児
玉
健
二

竹
田
市
長
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章（
勤
続
15
年
以
上
）

竹
田
方
面
隊　

油
布
智
博
・
吉
野
正

剛
・
荒
巻
秀
光
・
吉
野
公
郎
・
大
塚

崇
・
足
立
秀
俊
・
工
藤
真
也
・
小
田

原
和
則
・
堀
美
洋
・
後
藤
雄
二
郎
・

佐
々
木
邦
洋
・
阿
南
圭
一
郎
・
阿
南

卓
也
・
入
田
慎
太
郎
・
後
藤
彰
二
・

藪
亀
晶
洋
・
古
庄
正
和
・
佐
藤
清

勝
・
副
田
英
二
・
渡
部
啓
四
郎
▽
荻

方
面
隊　

渡
邊
寛
昭
・
佐
藤
賢
治
・

橘
泰
郎
▽
久
住
方
面
隊　

工
藤
利

彦
・
清
水
蔵
人
・
倉
橋
佑
徳
・
飯
田

俊
彦
▽
直
入
方
面
隊　

那
須
敏
光
・

那
須
隆
広
・
森
田
政
利
・
首
藤
恵
悟

○
永
年
勤
続
退
団
者（
勤
続
10
年
以
上
）

本
部　

工
藤
厚
憲
▽
竹
田
方
面
隊　

佐
藤
裕
三
・
阿
南
哲
・
吉
良
哲
也
・

佐
藤
三
幸
・
工
藤
直
樹
▽
荻
方
面
隊 

深
江
長
正
・
森
直
樹
・
後
藤
一
郎
・

太
田
修
道
・
堀
幸
治
▽
久
住
方
面
隊 

佐
藤
啓
・
大
倉
輝
幸
・
渡
邉
康
彦
・

朝
倉
渉
▽
直
入
方
面
隊　

後
藤
芳
彦

竹
田
市
消
防
団
長
表
彰

○
優
良
団
員（
勤
続
10
年
以
上
）

竹
田
方
面
隊　

松
岡
賢
宏
・
添
田
淳

司
・
吉
岡
政
信
・
衞
藤
直
幸
・
髙

瀨
剛
志
・
今
川
禎
徳
・
佐
藤
智
幸
・

河
野
哲
也
・
神
路

大
介
・
工
藤
将

太
・
阿
南
秀
平
・
平
山
裕
昭
・
石
藤

直
樹
・
工
藤
昴
平
▽
荻
方
面
隊　

興

梠
秀
太
・
熊
野
真
吉
▽
久
住
方
面
隊 

志
賀
拓
哉
・
𫝆
澤
彰
行
・
岩
田
真

樹
・
小
野
一
也
・
若
山
朋
徳
・
見
﨑

俊
幸
▽
直
入
方
面
隊　

大
塚
景
介
・

首
藤
文
作
・
曽
我
部
靖
徳
・
多
田
智

哉

　令和２年12月10日に開催された
「おおいた地球温暖化防止推進大会
2020」で、二酸化炭素排出削減に取
り組む県内の団体に贈る「おおいた
脱炭素杯2020」の表彰式が行われ、
特定非営利活動法人里山保全竹活用
百人委員会の「里山保全親子森林教
室」が奨励賞を受賞しました。

里山保全竹活用百人委員会が奨励賞

小出さんに農事功労者  緑白綬有功章

髙堂さんが総務大臣表彰を受賞

　荻町の小
こ

出
いで

美
み

紀
き

夫
お

さんが、「公益
社団法人大日本農会」から「農事功
労者」として、緑白綬有功章を受章
しました。簡易隔離床など最新技術
の先駆けての導入や、就農研修施
設「とまと学校」の代表理事として、
研修生の指導・就農支援に貢献し
たことなどが評価されました。

↑「これまでの継続した取り組みが評
価されたと思います」と井上会長
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マダム・バタフライ塾 参加者募集
　オペラ『蝶々夫人』のモデルと言われている、竹田にゆかりのある二
人の女性にスポットを当て、竹田発のオリジナル作品を創ります。
日　程　開催中～３月14日㈰ （全５回、18講座）
参加料　無料　※１講座単位での受講も可能です。

【２月開催講座】
「竹田を好きになる！起承転結から始まるツルとカネ」

日　時　２月６日㈯　14:00～／18:00～
　　　　　　７日㈰　  9:00～／13:00～
講　師　有吉朝子（劇団劇作家）
想像と表現ワークショップ「if 〜もしも、から始まる想像体験〜」
日　時　２月20日㈯　14:00～／18:00～
　　　　　　21日㈰  ★9:00～／13:00～
講　師　市村啓二（俳優・演出家・脚本家）
★印は主に小中高校生に向けた内容ですが、
　どなたでも参加可能です。

新型コロナウイルス感染防止について
新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力をお願いします。

チケット取り扱い
グランツたけた窓口またはライブポケットにて
※入場料はすべて消費税込
※窓口は9:00〜19:00（休館日を除く）
※３歳未満・未就学児入場不可公演は有料託児サービス有
　（要事前申込）

お問い合わせ
グランツたけた　☎63-4837

ホームページ　http://www.taketa-city.com/glanz/

グランツたけたからのお知らせ

【公演中止のお知らせ】
　３月に予定していた公演「ミラノ大聖堂聖歌隊と真言宗声明による祈
りの音楽」は中止となりました。

・問

即興芝居
即興コメディ × ロクディム 「バレンタインだ！この瞬間を一緒に笑おう」

ロクディム

古賀小由実（久住）

森田良平（竹田）

筋書きナシ！台本ナシ！
即興芝居×生演奏、
そして 「あなたがつくる」！
　即興パフォーマンス集団「ロクディム」と竹田
市在住音楽家がタッグを組み、キナーレを笑い溢
れるコメディ空間へ変貌させます。なにが起こる
か分からない完全即興の新感覚舞台です。唯一無
二の劇場体験をお見逃しなく！

日　時　２月 12 日㈮　18:30 開場 19:00 開演
　　　　２月 13 日㈯　13:30 開場 14:00 開演
会　場　キナーレ
出　演　ロクディム、古賀小由実（ピアノ・久住）、

森田良平（コントラバス・竹田）
入場料　一般 2,000 円、高校生以下 1,000 円（要

学生証）※当日 500 円増

レクチャーコンサートvol. ３
「天才？変わり者？

　モーツァルトを聴いてみよう」
日　時　４月18日㈰　17:30開場 18:00開演
会　場　廉太郎ホール
出　演　仙台フィル・メンバーに
　　　　よる弦楽四重奏
入場料　一般1,500円
　　　　高校生以下500円
　　　　（要学生証）
※３歳未満入場不可
チケット発売　２月14日㈰　10:00～

佐藤美枝子 ソプラノ・リサイタル
チャイコフスキー国際音楽コンクール優勝者が贈る、
マダム・バタフライ

佐藤美枝子

河原忠之

©武藤章

©K.Miura

　 軽 や か で 表 情 豊 か な コ ロ ラ
ト ゥ ー ラ・ ソ プ ラ ノ の 歌 声 で、

「蝶々夫人」をはじめとしたオペラ
のアリアや日本の歌曲を、廉太郎
ホールの豊かな響きとともにお届
けします。
日　時　２月14日㈰
　　　　14:30開場 15:00開演
会　場　廉太郎ホール
出　演　佐藤美枝子（ソプラノ）、
　　　　河原忠之（ピアノ）
入場料　一　　般　4,000円
　　　　市民価格　3,000円
　　　　Ｇシート　1,000円
　　　　※未就学児入場不可

竹田版アーティスト支援事業　※０歳から入場可

ヴァレンタイン・コンサート「ヴィオラが歌う愛の名曲」
出　演　生野正樹（ヴィオラ）、後藤秀樹（ピアノ）
入場料　両会場ともに無料
グランツ会場

日　時　２月10日㈬　18:00～18:40
会　場　グランツたけた 市民ラウンジ
荻会場（出前コンサート）

日　時　２月11日㈭・㈷　11:00～11:40
会　場　荻福祉健康エリア

吉本ミニ新喜劇＆バラエティ in たけた
　お茶の間で大人気のよしもと新喜劇が竹田にやっ
てくる！ みんなで笑って元気になりましょう！
日　時　２月27日㈯
　　　　12:30開場 13:00開演／16:00開場 16:30開演
会　場　廉太郎ホール
出　演　間寛平、すっちー、ガンバレルーヤ、月亭太遊、
　　　　野良レンジャー ほか
入場料　一般5,000円、市民価格4,000円、
　　　　Ｇシート3,000円　※３歳未満入場不可

生野正樹

すっちー

有吉朝子

市村啓二
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２月

開館のご案内

新刊のご案内

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）
　開館時間  午前10時〜午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）
　開館時間  午前10時〜午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717／FAX 76-0724）
直入図書室（TEL 75-2211／FAX 75-2217）
　開館時間 午前８時30分〜午後５時　休館日 土・日・祝日等

【一般書】
・ブラック・ショーマンと名もなき町の殺人［光文社］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東野　圭吾
・ライト・スタッフ［潮出版社］　　　　　　　山口　恵以子
・駅物語［講談社］　　　　　　　　　　　　　　朱野　帰子
・オルタネート［新潮社］　　　　　　　　　加藤　シゲアキ
・悪魔を殺した男［講談社］　　　　　　　　　　　神永　学
・銀の夜［光文社］　　　　　　　　　　　　　　角田　光代
・今度生まれたら［講談社］　　　　　　　　　　内館　牧子
・ホテル・ネヴァーシンク ［早川書房］

　　　　　　　アダム・オファロン・プライス
・水曜日のおじさんたち［KADOKAWA］　　  鈴井　貴之ほか
・吉永小百合　私の生き方［講談社］
　NHK「プロフェッショナル仕事の流儀」制作班　築山　卓観
・私は夕暮れ時に死ぬと決めている［河出書房新社］

下重　暁子
・揺れ動く今 みつけたい わたしの真ん中［大和書房］  Ｅｍｉ
・痛くない！疲れない！歩き方の教科書［朝日新聞出版］

　               木寺　英史
・13歳のきみと、戦国時代の「戦」の話をしよう。［幻冬舎］　           

房野　史典
【児童書】

・グレッグのダメ日記15  なんとかなるさ［ポプラ社］
　               ジェフ・キニー

・まちのおばけずかん マンホールマン［講談社］
　斉藤　洋　作／宮本　えつよし　絵

・あしたのことば［小峰書店］　　　　　　　　　　森　絵都
・オール★アメリカン★ボーイズ［偕成社］

ジェイソン・レノルズ、ブレンダン・カイリー
・10歳からの「美術の歴史」 世界・日本の巨匠と名作が分かる

本［メイツ出版］　　　　　　　　　　　　　　下濱　晶子
・分解する図鑑［小学館］　　　　　　　　　　　　森下　信
・みかんアート［主婦の友社］　　　　　　　　　　笹川　勇
・こんなにスゴイ！未来のせかい［東京書籍］　増田　まもる
・もしもトイレがなかったら［少年写真新聞社］　　加藤　篤
・なんでもレストラン［文溪堂］　　　　　　　鈴木　まもる
・できるかな？あたまからつまさきまで［偕成社］

　               エリック・カール
・くらやみきんしの国［あかね書房］

エミリー・ハワース＝ブース
ほか　250冊ほど入りました。

司書おすすめの一冊
「十の輪をくぐる」

「おじいちゃんとの最後の旅」

辻堂　ゆめ　　小学館

ウルフ・スタルク　作／キティ・クローザー　絵　　徳間書店

　認知症の80歳の母を自宅で介護しながら、
妻とバレーボール部で活躍する高２の娘と
暮らす泰介。ある時、母が「私は･･･東洋の
魔女」「泰介には秘密」と呟いた。泰介は九州
から東京へ出てきた母の過去を何も知らな
いことに気づく。泰介は母の部屋で見つけ
た新聞記事を頼りに、母の「秘密」を探り始
める。それは泰介が日頃感じている「生きづ
らさ」にも繋がっていて……。1964年と2021
年、東京五輪の時代を生きる親子の姿を三代
に渡って描いた感動必至の大河小説です！

　おばあちゃんが亡くなって、病院に入院し
ているおじいちゃん。おじいちゃんが汚い言
葉ばかり使うので、パパはお見舞いに行きた
がらない。でも、ぼくはおじいちゃんが大好
きだ。死ぬ前に家に取りに行きたいものがあ
るというおじいちゃんのために、ぼくは病院
を抜け出すカンペキな計画を立てた…‼　
　おじいちゃんを想う少年の切ない気持ちを
ユーモアでくるみ、巧みに書きあげた心に沁
みる一冊です。

あまん　きみこ　文／わかやま　けん　絵　　偕成社

「ちびっこちびおに」

　人間の子どもと遊びたくてたまら
ない鬼の子・ちびおに。ある日、帽
子や服で姿を隠しふもとの幼稚園へ
行きました。遠くから見ているだけ
のはずが、いつの間にか子どもたち
について幼稚園の中へ入って行って
しまいました……。
　ちびおにの無邪気で優しい心と、
子どもたちの素直で柔軟な心が伝わってくる優しい絵本で
す。節分の日の読み聞かせにいかがですか？

児童書

  「鬼は～外、福は～内」
　節分が過ぎるとすぐそこに春の足音が聞こえてきますね！
　図書館は年１回の蔵書点検のため１日㈪～５日㈮までお休みします。月初め
にご不便ご迷惑をおかけします。６日以降皆さまのお越しをお待ちしています。

おはなしひろば　　毎週火曜日　10:30～11:00
たけのこ文庫のおはなし会　　　２月20日㈯　15:00～15:30
おはなしルーム　　竹田幼稚園　２月４日㈭　14:00～14:30
　　　　　　　　　南部幼稚園　２月18日㈭　14:00～14:30

今月の読み聞かせ

一般書

読み聞かせに
おすすめの

一冊

　２月１日㈪〜５日㈮は蔵書点検のため、竹田市立図
書館及び荻駅交流館図書室・久住図書室・直入図書室
は全館休館します。ご不便をお掛けしますが、よろし
くお願いいたします。
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物品等競争入札参加資格申請受付開始／まるごと博物館

　

岡
城
の
願
成
院
御
堂
は
元
和
４

（
１
６
１
８
）年
、
岡
城
の
北
西
尾
根

上
に
建
立
さ
れ
た
密
教
寺
院
で
す
。

江
戸
時
代
の
神
仏
習
合
時
代
を
忍
ば

せ
る
宗
教
空
間
で
、
愛
宕
社
ほ
か
密

教
寺
院
が
六
社
建
立
さ
れ
て
い
た
聖

域
で
し
た
。

　

神
仏
習
合
と
は
、
神
と
仏
は
一
体

化
す
る
思
想
で
奈
良
時
代
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
日
本
に
は
元
来
八
百
万
と

い
わ
れ
る
神
様
が
存
在
し
て
い
て
、

自
然
の
中
や
朝
廷
に
も
神
が
い
ま
し

た
が
、
仏
教
が
伝
来
し
た
時
、
仏
も

ま
た
日
本
古
来
の
神
様
の
一
人
と
し

て
迎
え
ら
れ
た
の
で
す
。
従
っ
て
仏

教
の
阿
弥
陀
如
来
の
垂す
い

迹じ
ゃ
く

が
八
幡
神
、

大
日
如
来
の
垂
迹
が
伊
勢
大
神
で
あ

る
と
説
く
本
地
垂
迹
説
も
定
着
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

岡
城
六
社
の
一
つ
、
太
郎
坊
と
は

愛
宕
社
の
神
と
さ
れ
る
愛
宕
権
現
太

郎
坊
で
す
。
特
に
武
運
長
久
を
祈
願

し
ま
し
た
。
聖
天
堂
の
建
物
は
三
間

半
×
五
間
で
三
方
に
縁
が
廻
っ
て
い

た
こ
と
が
絵
図
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

江
戸
時
代
も
後
半
に
な
る
と
、
国

学
の
隆
盛
と
と
も
に
神
道
の
優
位
を

説
く
思
想
が
盛
ん
と
な
り
、
明
治
元

（
１
８
６
８
）年
に
は
神
仏
分
離
令
が

出
さ
れ
、
岡
城
廃
城
令（
明
治
６
年
）

と
と
も
に
仏
像
や
御
神
体
は
岡
神
社

や
願
成
院
愛
染
堂
、
観
音
寺
へ
と
移

り
ま
し
た
。

　

観
音
寺
に
は
こ
の
聖
天
堂
の
秘
仏

歓
喜
天
二
十
八
体
が
安
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
聖
天
法
に
よ
る
修
法
が
行
わ

れ
る
寺
院
や
、そ
れ
を
執
り
行
う
僧

侶
は
格
式
が
高
く
尊
厳
に
満
ち
て
い

た
よ
う
で
す
。

　

護
摩
堂
は
護
摩
法
に
よ
る
加
持
祈

祷
を
主
体
と
し
て
祈
願
す
る
御
堂

で
、
聖
天
堂
と
並
ん
で
位
置
し
て
お

り
、
四
間
二
尺
×
四
間
五
尺
で
四
方

に
縁
が
あ
り
ま
し
た
。
飯
綱（
稲
綱
）

堂
は
現
願
成
院
に
飯
綱
権
現
像
と
考

え
ら
れ
て
い
る
板
絵
が
伝
わ
り
、
火

焔
を
背
に
綱
を
持
っ
た
天
狗
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
秘
宝
と
さ

れ
る
密
教
に
お
い
て
当
然
、そ
の
修

法
に
係
る
仏
像
や
仏
具
な
ど
拝
見
す

る
こ
と
は
か
な
わ
な
い
も
の
で
す
が
、

令
和
元
年
に
は
大
分
県
立
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
で「
密
教
仏
画
の
至
宝
」

と
題
し
て
願
成
院
所
蔵
の
仏
画
展
が

開
催
さ
れ
、
好
評
に
つ
き
令
和
３
年

１
月
９
日
か
ら
３
月
21
日
ま
で
同
セ

ン
タ
ー
に
て
、
願
成
院
の
未
公
表
の

仏
画
で
密
教
に
関
す
る
高
僧
・
祖
師
、

ま
た
修
法
の
際
に
用
い
ら
れ
る
十
二

天
や
敷
曼
荼
羅
な
ど
多
様
な
仏
画
が

４
回
に
渡
り
紹
介
さ
れ
ま
す
。

（
井
上　

隆
）

岡城の密教寺院「願成院」跡　その二

ま
る
ご
と
博
物
館
182

↑江戸時代の愛宕山願成院本堂

令和３・４年度　物品等競争入札参加資格申請受付開始
　市が発注する物品の買入れ、製造の請負（工事の請負は除く）、役務の提供に係る競争入札参加には、資格審査申請書の提
出が必要です。資格審査申請をされる方は、下記の事項を確認のうえ提出してください。
受付期間　２月１日㈪～26日㈮

　※３月１日㈪～31日㈬までの期間に資格審査を行いますので、この期間は受付を行いません。４月１日㈭以降に随時受
付を行います。なお、資格を付与した日から有効となるため、希望する入札に間に合わないことがあります。

申請方法
１．提出場所　竹田市契約検査室（〒878-8555　大分県竹田市大字会々1650番地）
２．提出方法　持参・郵送可。２月26日㈮消印有効。ただし、受付書が必要な方は切手を貼った返信用封筒を同封のこと。
　　※資格認定審査の通知については認定しない方のみ発行
３．提出書類　次に掲げる書類を紙ファイル、クリアファイルまたはクリップ等で綴り込みのうえ１部提出。（ホッチキス止

めは避けること）　※紙ファイル、クリアファイル等に会社名等の記載は不要

番号 書　類　の　名　称
法　人

個人 備　　　考
市内 市外

1 競争入札（見積）参加資格申請書 〇 〇 〇 様式第１号
2 経営概要書 〇 〇 〇 様式第２号
3 営業種目分類表 〇 〇 〇 別表１

4 代表者身分証明書 〇 〇 〇 法務局にて発行の履歴事項全部証明書（写し可）
※個人の場合は市町村長発行の身分証明書

5 財務諸表 貸借対照表と損益計算書 〇 〇 － 決算書（写し可）※直前１年間の事業年度分に係るもの
6 営業用純資本額に関する書類及び収支計算書 － － 〇 確定申告書等財務諸表に類する書類（写し可）

7 納税証明書
市税完納証明書 〇 △ 〇

市役所税務課及び各支所にて発行
（手数料300円/通、写し可）
※市内に事業所または営業所を有する場合

所得税（その３の２） － － 〇 税務署にて発行（写し可）
法人税（その３の３） 〇 〇 － 税務署にて発行（免税事業者は除く、写し可）

8 委任状 － △ － 様式第３号　※委任のある場合
9 誓約書 〇 〇 〇 暴力団等ではない旨の誓約書

※本店から市内の営業所に委任する場合は、委任状及び市税完納証明書が必要となります。
　市税完納証明書は令和３年１月４日以降の証明日に限るものとします。
※公的機関の発行する書類は、発行日から３か月以内のものとします。
※詳細については市公式ホームページでご確認ください。
４．有効期間　令和３年４月１日（４月１日以降の受付にあっては、資格を付与した日）から令和５年３月31日まで
問契約検査室　☎63-1111（内線106、107、108）／ FAX 63-1141
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開
店
の
き
っ
か
け
は
、
マ
マ
友
た

ち
と
の
食
事
の
席
だ
と
い
う
。「
子

ど
も
と
一
緒
に
気
軽
に
過
ご
せ
る
飲

食
店
を
作
り
た
い
」と
い
う
話
で
盛

り
上
が
り
、
実
行
に
移
し
た
。

　

空
き
家
を
自
分
た
ち
で
改
装
し
た
。

も
と
も
と
店
舗
だ
っ
た
場
所
を
、
外

装
も
含
め
て
作
り
替
え
、
柔
ら
か
で

お
ち
つ
い
た
雰
囲
気
。「
素
人
な
の

で
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
仲
間
た
ち
の

協
力
の
お
か
げ
で
理
想
の
お
店
が
で

き
た
」と
振
り
返
る
。

　

デ
ィ
ナ
ー
で
は
家
族
連
れ
が
目
立

つ
。
店
内
に
は
座
敷
や
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
ま
で
あ
り
、
時
間
を
気
に
せ

ず
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
、
お
酒
も

飲
め
る
。
並
べ
て
あ
る
の
は
知
佳
さ

ん
の
好
き
な
お
酒
だ
。

　

地
域
の
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
他

市
か
ら
も
お
客
さ
ん
が
カ
レ
ー
を
食

べ
に
来
る
。
中
に
は「
こ
う
と
う
様

へ
の
初
詣
の
帰
り
に
」熊
本
か
ら
来

た
人
た
ち
も
。

　

現
在
は
、
店
内
の
コ
ロ
ナ
対
策
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

メ
ニ
ュ
ー
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

仕
事
帰
り
な
ど
に
買
っ
て
い
く
人
も

い
る
そ
う
だ
。

　

今
ま
で
続
け
て
こ
れ
た
の
は「
多

く
の
人
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
」。

主
力
の
カ
レ
ー
を
始
め
と
し
た
メ

ニ
ュ
ー
に
は
、
地
元
産
の
お
米
や
野

菜
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い
て
、

季
節
の
野
菜
は
店
頭
で
の
販
売
も
行

う
。
そ
ん
な「
た
ぴ
あ
」は
、
家
庭
で

不
足
し
が
ち
な
野
菜
を
外
食
や
弁
当

で
補
う
こ
と
で
、
健
康
に
暮
ら
せ
る

環
境
を
作
る
竹
田
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
野
菜
摂
取
拡
大
事
業
」の
協
力
店

舗
に
も
な
っ
て
い
る
。「
竹
田
を
健

康
に
し
た
い
」と
知
佳
さ
ん
。

　

今
後
は「
地
域
や
人
と
の
つ
な
が

り
を
育
ん
で
い
け
る
よ
う
な
場
所

づ
く
り
を
し
た
い
」と
微
笑
む
。『
た

ま
ら
い
ユ
ー
ト
ピ
ア
』を
目
指
し
ま

す
！
と
話
し
て
く
れ
た
笑
顔
が
印
象

的
で
し
た
。

竹
田
の「
星
」
再
発
見
④

　

竹
田
市
玉
来
で
、
カ
レ
ー
屋
を
営
む
知
佳
さ
ん
。「
お
茶
の
間
の
よ

う
に
く
つ
ろ
げ
、
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る
お
店
を
つ
く
り
た
い
」と

の
想
い
で
昨
年
10
月
に
開
業
。
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
よ
う
、
笑
顔
で

営
業
し
て
い
ま
す
。

　

店
名
は
昔
、
近
く
に
あ
っ
た
と
い
う
大
型
ス
ー
パ
ー
の
名
前
か
ら
。

小
出  

知
佳
さ
ん

↑店内の様子。キッズスペースもあり、子
連れでもゆっくり楽しめると好評だとか

↑入口の横では、地元産の野菜や、店でも使
用しているコーヒー豆などを販売している

Facebookはこちら

↑コロナ禍の中で、持ち帰りメニューも人気だ。
「相談があればメニュー外のものを作ったりも

します」

↑名物たぴあカレーと。「たっぷりのお野菜
をじっくり煮込んで旨味を引き出した甘
口のルーに、旬のお野菜をグリルしてトッ
ピングしています！」

こ
い
で
　
ち
か
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■２月

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、
行
事
が
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

木 THU 金 FRI 土 SAT 2021年（令和３年）

4 5 6
・竹田温泉「花水月」休館日
・おはなしルーム 14:00-14:30

（竹田幼稚園）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹
田市総合社会福祉センター）

　 ☎75-3456（竹田市総合イン
ストラクター協会）

・第２回竹田市農業委員会総会 
14:00〜（市役所本庁２階庁議
室）

・大分公証人合同役場 出張無料相
談会 9:00-11:00（竹田市総合社会
福祉センター）※予約制 

　☎097-535-0888（大分公証人合同
役場）

・マダム・バタフライ塾「竹田を好
きになる！起承転結から始まる
ツルとカネ」 14:00〜／18:00〜

　※講師：有吉朝子（グランツたけ
た） ☎63-4837（グランツたけた）

11 建国記念の日 12 13
・豊肥家畜市場〔子牛〕 9:30〜せ

り開始（豊後豊肥家畜市場）
・ヴァレンタイン・コンサート

「ヴィオラが歌う愛の名曲」 
　11:00〜（荻福祉健康エリア） 
　☎63-4837（グランツたけた）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹
田市高齢者いきいき交流セン
ター） ☎75-3456（竹田市総合
インストラクター協会）

・ロクディム「バレンタインだ！
この瞬間を一緒に笑おう」

　18:30開場、19:00開演（グラン
ツたけた） 

　☎63-4837（グランツたけた）

・ロクディム「バレンタインだ！
この瞬間を一緒に笑おう」

　 13:30開 場、14:00開 演（ グ ラ
ンツたけた） 

　☎63-4837（グランツたけた）

18 19 20
・竹田温泉「花水月」休館日
・豊肥家畜市場〔成牛〕 9:30〜

せり開始（豊後豊肥家畜市場）
・こころの健康相談 13:30-15:30

（荻支所）※要予約（前日の午
前中まで） ☎63-3346（竹田市
心の相談支援事業所）

・おはなしルーム 14:00-14:30
（南部幼稚園）

・久住地域腹部超音波検査
　8:00-10:00受付（白丹公民館） 

☎76-1113 ※ 事 前 予 約 必 要
（検査料3,300円）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹
田市総合社会福祉センター） 
☎75-3456（竹田市総合イン
ストラクター協会）

・マダム・バタフライ塾 想像と
表現ワークショップ 「if 〜も
しも、から始まる想像体験〜」 
14:00〜 ／18:00〜 ※ 講 師：
市村啓二（グランツたけた） 
☎63-4837（グランツたけた）

・たけのこ文庫のおはなし会
　15:00-15:30（竹田市立図書館）

25 26 27
・竹田温泉「花水月」休館日
・久住地域腹部超音波検査 8:00-10:00受付（久

住公民館） ☎76-1113 ※事前予約必要（検査料
3,300円）

・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00（大分県豊
肥振興局）※要予約 ☎63-1171（豊肥振興局）

・５歳児健診 13:00〜受付（竹田市総合社会福祉
センター）

・こころの健康相談 13:30-15:30（久住保健セン
ター）※要予約（前日の午前中まで）

　☎63-3346（竹田市心の相談支援事業所）
・精神保健相談 14:00-16:00（大分県豊肥保健所）

※要予約 ☎0974-22-0162（豊肥保健所）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹
田市総合社会福祉センター）

　☎75-3456（竹田市総合イン
ストラクター協会）

・アルコール関連問題学習会
　14:00-15:30（豊肥保健所１階

会議室） ☎0974-22-0162（豊
肥保健所）

・吉本ミニ新喜劇&バラエティ 
in た け た 13:00〜 ／16:30〜

（グランツたけた）　
　☎63-4837（グランツたけた）

よりそいカフェ
　よりそいカフェは認知症の
人やその家族、地域の住民ら
が気軽に交流できる場所です。

【 荻 】
・２日・９日・16日㈫
　10:00-12:00　
　荻「しらみず」

【久住】
・10日・24日㈬　13:00-15:00
　白丹温泉
・18日・25日㈭　10:00-12:00
　久住「りんどう」

【直入】
・５日・26日㈮　10:00-12:00 
・８日㈪　13:00-15:00
　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】
・４日・18日㈭　10:00-12:00
　くらサポ双城
・26日㈮　13:00-15:00
　出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】
・10日㈬　10:00-12:00
　入田分館
・16日㈫　10:00-12:00
　あ祖母学舎
・24日㈬　10:00-12:00
　宮砥分館

民事介入暴力集中
相談所を開設します

　暴力団等が関係した被害
や、不当な要求等の困りご
とについて、弁護士や暴力
団担当警察官及び暴力追放
相談委員が、面接または電
話による相談に応じます。
なお、相談は無料で秘密は
守られます。
日時　２月19日㈮
　　　午前10時～午後４時
会場　コンパルホール309

会議室（大分市府内
町1-5-38）

問公益財団法人
　暴力追放大分県民会議
　☎097-538-4

よ な お し

704

１．公営住宅（14戸）
地域 住　宅　名 戸数 備　　考

竹田

七里団地　B棟 １ 世帯
下矢倉団地　B棟 １ 世帯
県営玉来住宅 １ 単身可
県営豊岡住宅 １ 単身可

荻

桜住宅 ２ 世帯
栄住宅 １ 世帯
県営桜住宅

（簡易２階） ２ 単身可　

久住
桐迫住宅 １ 世帯
池の口住宅 ３ 単身可

直入 スカイビュー団地 １ 世帯

２．特定公共賃貸住宅（２戸）
地域 住　宅　名 戸数 備　　考

竹田
七里団地　E棟 １ 世帯
七里団地　F棟 １ 単身35歳以下

申込方法　竹田市住宅管理センター（市
役所建設課横）に備え付けの
入居申込書に必要事項を記入
のうえ、提出してください。

※入居資格には所得等の条件がありま
す。詳しい内容についてはお問い合わ
せください。

募集期間　２月５日㈮〜16日㈫  
　　　　　※土･日･祝日を除く
抽 選 日　２月18日㈭　午前10時〜
　　　　　（市役所）
入居指定日　４月１日㈭
※次回の募集月は５月です。詳細は大分

県住宅供給公社のホームページをご覧
ください。

問竹田市住宅管理センター　☎63-4400

公営住宅の入居者を募集します
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農業委員会事務局農地係からのお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月20日です。

（20日が土日の場合は翌開庁日が締切日となります）  問農業委員会事務局　☎63-4815

■たけたんカレンダー
日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

月間・その他
○「はたちの献血」キャンペー

ン（〜２／28）
○サイバーセキュリティ月間

（〜３／18）
○緑の募金（〜５／31）
○北方領土返還運動全国強化

月間
○省エネルギー月間

1 2 3
・【納期限】国民健康保険税（10期）、

介護保険料・後期高齢者医療保
険料（７期）

・荻の里温泉休館日
・グランツたけた休館日
・竹田市立図書館、荻・久住・直

入図書室休館（〜５日㈮まで）
・竹田市立幼稚園入園説明会
　15:00〜（竹田・南部・直入の各幼

稚園）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹
田市直入B&G海洋センター体
育館） 

　☎75-3456（竹田市総合イン
ストラクター協会）

・ こ こ ろ の 健 康 相 談 13:30-
15:30（直入支所）※要予約（前
日の午前中まで） ☎63-3346

（竹田市心の相談支援事業所）

7 8 9 10
・地区巡回健診 8:00-10:00受付
　（竹田市総合社会福祉センター） 
　☎63-4810（保険健康課）
・マダム・バタフライ塾「竹田

を好きになる！起承転結から
始 ま る ツ ル と カ ネ」 9:00〜 ／
13:00〜 ※講師：有吉朝子（グ
ランツたけた） 

　☎63-4837（グランツたけた）

・荻の里温泉休館日
・グランツたけた休館日
・出張ハローワークしごと相談会 

10:30-12:00、13:00-15:00 
　※生活困窮者、ひとり親世帯

の方が対象です。（竹田市総合
社会福祉センター相談室） 

　☎0974-22-8609（ハローワー
ク豊後大野）

・おはなしひろば 10:30-11:00
（竹田市立図書館） 

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹
田市直入B&G海洋センター体
育館） ☎75-3456（竹田市総合
インストラクター協会）

・ヴァレンタイン・コンサート
「ヴィオラが歌う愛の名曲」 

18:00〜（グランツたけた）
　☎63-4837（グランツたけた）

14 15 16 17
・佐藤美枝子 ソプラノ・リサ

イタル 14:30開場、15:00開演
（グランツたけた） 

　☎63-4837（グランツたけた） 

・荻の里温泉休館日
・グランツたけた休館日

・おはなしひろば 10:30-11:00
　（竹田市立図書館） 
・健幸運動教室 13:30-14:30（竹田

市直入B&G海洋センター体育館） 
☎75-3456（竹田市総合インスト
ラクター協会）

・こころの健康相談 13:30-15:30
　（竹田市総合社会福祉センター）

※要予約（前日の午前中まで）
　☎63-3346（竹田市心の相談支援

事業所）

・長湯温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・年金相談［完全予約制］10:00-15:00（竹

田市高齢者いきいき交流センター） 
☎097-552-1211（日本年金機構大分
年金事務所）

・Ｊ-アラート全国一斉訓練放送
　11:00〜
・大分県行政書士会無料相談会 13:00-

16:00（大分県行政書士会〔大分市〕） 
　☎097-537-7089（大分県行政書士会

事務局）

21 22 23 天皇誕生日 24
・マダム・バタフライ塾 想像と

表現ワークショップ 「if 〜も
しも、から始まる想像体験〜」

　9:00〜／13:00〜 ※講師：市
村啓二 （グランツたけた） 

　☎63-4837（グランツたけた）

・荻の里温泉休館日
・グランツたけた休館日

・おはなしひろば 10:30-11:00
　（竹田市立図書館） 

・久住地域腹部超音波検査
　8:00-10:00受付（都野公民館） 

☎76-1113 ※事前予約必要
　（検査料3,300円）

28 春季営農座談会
中止のお知らせ

　例年２月下旬に行ってい
ました春季営農座談会は、
新型コロナウイルス感染拡
大防止のため中止します。
問農政課　☎63-4805
　JAおおいた豊肥事業部
　農産課　☎63-4994

２月の行政なんでも相談所
地域 相談日 時　間 開 催 場 所
竹田

２月17日㈬ 10:00〜12:00

竹田市総合社会福祉センター 相談室
荻 荻公民館 幼児室

久住 久住公民館 健康相談室
直入 直入支所 小会議室

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで
　「困ったら一人で悩まず行政相談！」
　〔竹田〕 阿南　茂　☎67-2608　〔　荻　〕 佐藤孝幸　☎68-3510
　〔久住〕 本郷俊一　☎76-1304　〔直入〕 兒玉龍明　☎75-2426

荻の里温泉からのお知らせ
　２月・３月末までの営業時
間が変更になります。
　入浴のみの営業で、15:00
～20:00までとなります。
　なお、レストランは休業し
ます。
問荻の里温泉　☎64-9595

「令和３年水質検査計画」を策定しました
　上下水道課では水道水の安全確保のため、水道法に基づき定期
的な水質検査を行っています。
　水道法の施行規則では、新年度に行う水質検査の内容について

「水質検査計画」を策定し、需要者へ公表することとされています。
　これに伴い、上下水道課では「令和３年水質検査計画」を策定し
ましたので、閲覧を希望される方は上下水道課までお越しくださ
い。なお、閲覧は３月１日㈪から（土・日・祝日を除く、午前８時
30分～午後５時）となります。
問上下水道課　☎63-4836

３月上旬の主な予定
１日㈪　・【納期限】国民健康保険

税（11期）、介護保険料・
後期高齢者医療保険料

（８期）
２日㈫　・おはなしひろば 10:30-

11:00（竹田市立図書館）
　　　　・こころの健康相談
　　　　　13:30-15:30（直入支所）
　　　　　※要予約（前日の午前中

まで） ☎63-3346（竹田
市心の相談支援事業所）
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選
　
挙

４
月
18
日
㈰
は
竹
田
市
長
・
竹
田
市

議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催

し
ま
す

　

竹
田
市
長
・
竹
田
市
議
会
議
員
選

挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
立
候
補
予
定
者
ま
た
は
そ

の
代
理
人
の
方
が
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

期
日　

３
月
19
日
㈮

時
間　

竹
田
市
長
選
挙
は
午
前
10
時

～
、
竹
田
市
議
会
議
員
選
挙
は
午
後

１
時
30
分
～

会
場　

市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室

※
出
席
人
数
に
つ
い
て
は
、
１
候
補

者
に
つ
い
て
２
名
以
内
で
マ
ス
ク
の

着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
投
票
方
法
な
ど
選
挙
の
詳
し
い
内

容
は
広
報
た
け
た
３
月
号
に
掲
載
し

ま
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
63
―

４
８
１
４

防
犯
対
策

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
購
入

及
び
設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す

　

本
市
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全

運
転
意
識
の
向
上
と
犯
罪
の
抑
止
を

目
的
と
し
て
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
の
購
入
及
び
設
置
費
用
を
補
助

し
ま
す
。

補
助
対
象
者

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

③
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設
置
す

る
車
両
の
車
検
証
に
記
載
さ
れ
た

「
使
用
者
」の
方

④
警
察
の
捜
査
に
記
録
デ
ー
タ
が
必

要
な
場
合
に
提
供
で
き
る
方

補
助
金
の
額

　

設
置
に
必
要
な
機
器
の
購
入
及
び

取
り
付
け
費
用
の
合
計
額
の
２
分
の

１
で
上
限
５
千
円（
補
助
対
象
者
１

名
に
つ
き
１
回
限
り
）

対
象
と
な
る
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

①
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る
と
自
動
的
に

録
画
を
開
始
す
る
こ
と

②
解
像
度
が
フ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
以

上
、
か
つ
有
効
画
素
数
が
２
０
０
万

画
素
以
上
で
あ
る
こ
と

　

詳
し
く
は
、
総
務
課
防
災
危
機
管

理
室（
☎
63
―

４
８
０
０
）ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

職
員
募
集

令
和
３
年
度  

非
常
勤
職
員（
会
計
年

度
任
用
職
員
）を
募
集
し
て
い
ま
す

　

市
及
び
市
教
育
委
員
会
で
は
、
令

和
３
年
４
月
１
日
以
降
採
用
の
非
常

勤
職
員（
会
計
年
度
任
用
職
員
）を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

採
用
方
法
は
、
応
募
者
の
中
か
ら

面
接
等
に
よ
り
選
考
し
決
定
し
ま
す
。

申
込
期
限
は
２
月
25
日
㈭
で
す
。

　

詳
し
く
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
担
当
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
職
員
係

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
２
１
７
）

教
育
総
務
課
総
務
係

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
３
１
４
）

消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
」を
ご
存
じ
で

す
か
？

  

「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
」と
は
、
聴
覚
や

言
語
機
能
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
、

火
災
・
救
急
・
救
助
要
請
を
必
要
と

す
る
場
合
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
１
１
９
番
通
報
が
可
能
な

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

消
防
本
部
へ
の
事
前
登
録
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
通
信
係　

☎
63
―

０
１
１
９（
代
表
）

FAX　 

63
―

０
１
２
９

Ｅ
メ
ー
ル

taketa-net119@
ace.ocn.ne.jp

竹田市役所　☎0974-63-1111（代表）
　荻 支 所　☎0974-68-2211（代表）
　久住支所　☎0974-76-1111（代表）
　直入支所　☎0974-75-2211（代表）
◎竹田市公式ホームページ
　https://www.city.taketa.oita.jp/

たけたんインフォ

2 月の

令和２年度  竹田市コロナ対策プレ
ミアム付商品券第２弾「全力応
援！しらしん券」販売します

　市内での消費喚起・経済循環の活性化を図る
ために、令和２年度竹田市プレミアム付商品
券事業第２弾「全力応援！しらしん券」を発行し、
今回は30％のプレミアムがつき、１冊１万円（額
面総額１万３千円）で販売します。
　売上減少に苦しむ市内事業者様を支援するた
めに、ぜひお買い求めください。
商品券事業の概要
発 行 総 額 １億円
プレミアム分 ３千万円（30％）
発 行 冊 数 １万冊
購 入 限 度 額 １人５万円（５冊）
販 売 期 間 ２月３日㈬～５月31日㈪
使 用 期 間 ２月３日㈬～６月30日㈬

※有効期限を経過した商品券
は無効となります。

購 入 対 象 者 竹田市民（高校生以下は購入で
きません）

取 扱 店 舗 竹田商工会議所
九州アルプス商工会加盟店

※商品券購入後の返品はできません。
※おつりは出ません。また、現金との交換はで

きません。
※社会通念上、不適切と認める商品などは対象

外とします。
※売り切れ次第終了となります。
商品券販売場所及び販売時間
■竹田商工会議所
日時　２月３日㈬～６日㈯　
　　　午前９時30分～午後５時30分
場所　竹田市城下町交流プラザ多目的ホール
※２月８日㈪以降は商工会議所窓口で午前９時

～午後５時（土・日･祝日及び閉庁日を除く）
■九州アルプス商工会
日時　２月３日㈬～６日㈯
　　　午前９時30分～午後５時30分
場所　久住本所及び各支所
※２月８日㈪以降は午前９時～午後５時
　（土・日･祝日及び閉庁日を除く）
問商工観光課　☎63-4807
　竹田商工会議所　☎63-3161
　九州アルプス商工会（久住本所）　☎76-0151
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たけたんインフォ

消
費
者
行
政

還
付
金
詐
欺
に
注
意
！

　

市
役
所
な
ど
公
的
機
関
の
職
員
に

な
り
す
ま
し
て
電
話
を
か
け「
保
険

料
を
払
い
過
ぎ
て
い
る
の
で
返
金
し

ま
す
」「
医
療
費
を
還
付
し
ま
す
」「
す

ぐ
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
持
っ
て

近
く
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
」な
ど
と
言
っ
て
、
ス
ー
パ
ー
や

コ
ン
ビ
ニ
内
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
し
、

携
帯
電
話
で
指
示
を
し
な
が
ら
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
操
作
さ
せ
、
気
付
か
な
い
ま
ま

相
手
の
口
座
に
現
金
を
振
り
込
ま
せ

る
、
と
い
っ
た
還
付
金
詐
欺
が
増
え

て
い
ま
す
。

  

「
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
保
険
料
や
医
療
費
を

返
金
し
ま
す
」は
す
べ
て
詐
欺
で
す
。

問
市
民
課（
竹
田
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
）☎
63
―

４
８
３
４（
平
日
の
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ザ（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７
―

５
３
４
―

０
９
９
９

　
な
お
、
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
機
能

付
き
電
話
機
の
補
助
制
度
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
総
務
課
防
災
危
機

管
理
室（
☎
63
―

４
８
０
０
）ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
お
知

ら
せ
を
送
付
し
ま
す

　

高
額
介
護
合
算
療
養
費
と
は
、
毎

年
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年

間
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介
護
保

険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
額
が
基
準

額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た

額
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
で
、
支
給
が
見
込
ま
れ
る

方
に
は
お
知
ら
せ
の
文
書
と
支
給
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。
支
給
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
保
険
健
康

課
ま
た
は
各
支
所
市
民
係
で
申
請
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
健
康
課
国
保
・
高
齢
者
医

療
係　

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
１
７

７
・
１
７
９
）

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
９
７
―

５
３
４
―

１
７
７
１（
代

表
）国

民
年
金

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口

座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

　

口
座
振
替
に
す
る
と
納
め
忘
れ
も

な
く
、
早
割
・
前
納
で
納
付
す
る
と

保
険
料
も
割
引
さ
れ
ま
す
。
納
付
書

ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機

関
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、
金
融
機

関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

問
大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
９
７
―

５
５
２
―

１
２
１
１

　昨年は県内で42件の交通死亡事故が発生し、そのうち17件が、歩行者が絡む死亡事故
でした。市内でも５件の交通死亡事故が発生し、平成２年以降最も事故が多い年となっ
てしまいました。
　今年は、交通死亡事故ゼロを目指すために市民のみなさんにお願いです。
　ドライバーのみなさん、『横断歩道は歩行者優先』です。道路交通法では、『横断歩道に、
道路を横断しようとする歩行者がいる場合は、一時停止し、かつその通行を妨げないよ
うにしなければならない』と規定されています。横断歩道上の交通事故は重大事故に直結
します。また、交通事故にならなくても横断歩行者を妨害する違反をすれば、普通車の
場合、点数２点・反則金９千円が科せられます。横断歩道を渡ろうとしている人がいたら、
必ず一時停止して歩行者に進路を譲ってください。
　歩行者は、道路を横断する場合は、車やバイクが来ていないか、左右の安全確認を何
度も行うことを心掛け、近くに横断歩道があれば必ず横断歩道を渡るようにしてくださ
い。また、信号機のある横断歩道では、信号を確認して必ず止まってください。
　市内ではまだ寒い日が続き、早朝には路面が凍結することがあります。凍結によるス
リップ事故を防止するために、「急発進」「急ハンドル」「急ブレーキ」はしないようにしま
しょう。路面の状況によりタイヤチェーンを装着するなど、冬期の事故防止対策を徹底し、
冬期を事故ゼロで乗り切りましょう。
問竹田警察署　☎63-2131

竹田警察署
TAKETA Police station 交通事故防止に努めましょう

「横断歩道は歩行者優先」「冬季の事故防止対策の徹底」

史跡 御客屋敷の指定
管理者を募集します
　市教育委員会では、竹田市指
定史跡御客屋敷の効用を最大限
に発揮するとともに、効率的な
管理運営を行うことができる指
定管理者を募集します。
対象施設　主屋、薬医門、庭園、
　　　　　築地塀
所在地　竹田市大字竹田町486
　　　　番地１及び485番地
期間　令和３年４月１日～
　　　令和６年３月31日
応募期間　２月12日㈮まで
　　　　    （土・日・祝日を除く）
※詳細は市公式ホームページを

ご覧ください。
問まちづくり文化財課　
　☎63-4818
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※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

相
　
続

２
月
は「
相
続
登
記
は
お
済
み

で
す
か
月
間
」で
す

　

不
動
産
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
後
、

相
続
登
記
を
さ
れ
な
い
と「
売
買
し

た
く
て
も
所
有
権
移
転
登
記
が
で
き

な
い
」「
相
続
人
が
増
え
て
連
絡
が
取

れ
な
い
相
続
人
が
い
る
」「
所
有
者
が

分
か
ら
ず
、
災
害
復
旧
の
た
め
の
工

事
が
進
ま
な
い
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
発
生
し
ま
す
。
相
続
登
記
は

速
や
か
に
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

法
務
局
で
は
各
種
相
続
手
続
き
の

た
め
に
、
戸
除
籍
謄
抄
本
の
束
の
代

わ
り
と
し
て
、
法
定
相
続
情
報
一
覧

図
を
交
付
す
る
法
定
相
続
情
報
証
明

制
度
を
運
用
し
て
い
ま
す
。
一
覧
図

は
相
続
登
記
の
ほ
か
に
、
預
貯
金
の

払
戻
し
や
相
続
税
の
申
告
な
ど
に
も

使
え
ま
す
。

　

ま
た
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
は
、

市
街
化
区
域
外
の
土
地
で
不
動
産
の

価
格
が
10
万
円
以
下
の
土
地
に
つ
い

て
、
相
続
に
よ
る
所
有
権
移
転
登
記

を
申
請
す
る
場
合
、
登
録
免
許
税
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

※
相
続
登
記
申
請
に
つ
い
て
の
相
談

は
大
分
地
方
法
務
局
竹
田
支
局
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。（
完
全
予
約
制
）

問
大
分
地
方
法
務
局
竹
田
支
局

☎
62
―

２
３
１
５

　

ま
た
、
司
法
書
士
事
務
所
が
相
続

登
記
を
は
じ
め
、
遺
言
、
遺
産
分
割

協
議
な
ど
相
続
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

期
間　

２
月
１
日
㈪
～
26
日
㈮
の
午

前
９
時
～
午
後
４
時（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

策
を
講
じ
ま
す
。
感
染
拡
大
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
大
分
県
司
法
書
士
会　

☎
０
９
７
―

５
３
２
―

７
５
７
９

確
定
申
告

確
定
申
告
相
談
会
場
を
開
設

　

税
務
署
が
開
設
す
る
申
告
相
談
会

場
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会
場　

竹
田
税
務
署
１
階（
竹
田
市

大
字
会
々
１
６
５
０
―

17
）

期
間　

２
月
16
日
㈫
～
３
月
15
日
㈪

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
会
場
の
混
雑
緩
和
の
た
め
入
場
整

理
券
を
会
場
で
配
布
す
る
ほ
か
、
国

税
庁
公
式
ラ
イ
ン
ア
カ
ウ
ン
ト
よ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
事
前
予
約
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
申
告
期
限
間
際
に
な
る
と
会
場
の

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
早
め
の
申

告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
税
務
署　

☎
63
―

３
１
４
１

※
自
動
音
声
案
内

子
育
て

就
学
援
助
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

就
学
援
助
制
度
は
、
経
済
的
な
理

由
に
よ
り
お
子
さ
ま
の
小
学
校
や
中

学
校
へ
の
就
学
が
困
難
な
ご
家
庭
に

対
し
、
市
が
給
食
費
や
学
用
品
等
の

費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

　

対
象
者
は
市
内
に
居
住
し
、
市
内

の
小
・
中
学
校
に
就
学
す
る（
ま
た

は
就
学
予
定
の
）お
子
さ
ま
の
保
護

者
で
、
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護

の
停
止
ま
た
は
廃
止
を
受
け
た
方
、

市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免
を
受

け
た
方
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を

受
け
て
い
る
方
、
保
護
者
の
世
帯
全

員
の
収
入
総
額
が
少
な
く
、
生
活
が

経
済
的
に
厳
し
い
等
、
就
学
援
助
の

認
定
基
準
に
該
当
す
る
方
で
す
。

　

令
和
３
年
４
月
に
小
・
中
学
校
へ

入
学
予
定
の
お
子
さ
ま
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
場
合
は
、
入
学
準
備
金
を
３

月
末
に
支
給
し
ま
す
。

　

就
学
援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

就
学
予
定
の
小･
中
学
校
ま
た
は
学

校
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
学
校
教
育
課　

☎
63
―

４
８
３
３

令
和
２
年
度  

乳
幼
児
教
育
相
談

　

県
立
聾
学
校
で
は
、
き
こ
え
や
こ

と
ば
の
育
ち
に
不
安
の
あ
る
０
～
２

歳
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
教
育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

「
大
き
な
音
が
し
て
も
び
っ
く
り
し

な
い
」「
こ
と
ば（
発
声
）が
は
っ
き
り

し
な
い
」な
ど
気
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

相
談
日
・
時
間　

月
～
金
曜（
祝
日

を
除
く
）の
午
前
９
時
～
午
後
４
時

30
分

※
な
お
、
３
月
６
日
㈯
も
相
談
を
行

い
ま
す
。
相
談
時
間
に
つ
い
て
は
、

連
絡
を
受
け
た
あ
と
調
整
し
ま
す
。

※
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、
相
談

日
の
１
週
間
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
大
分
県
立
聾
学
校　

☎
０
９
７
―

５
４
３
―

２
０
４
７

（
担
当
・
酒
井
）

募
　
集

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す

期
日　

４
月
23
日
㈮
・
24
日
㈯

応
募
方
法　

大
分
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
応
募

フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み

URL:https://form
.qooker.jp/Q

/
auto/ja/torchrelayoita/regist/

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
募
集
要
項
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
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自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　

ご
遺
族
の
心
の
ケ
ア
を
目
的
と
し

た
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
４
日
㈭　

午
後
２
時
～

４
時

会
場　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
分
市
大
字
玉
沢
９
０
８
）

対
象　

大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
さ

れ
た
ご
遺
族

参
加
料　

無
料（
事
前
申
し
込
み
が

必
要
）

申
込
締
切　

２
月
25
日
㈭

※
来
所
時
は
体
調
確
認
と
マ
ス
ク
着

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
状
況
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

・

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

 

☎
０
９
７
―

５
４
１
―

６
２
９
０

講
　
習

「
パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記
」確
定
申

告
入
力
指
導
会

　

パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記
を
行
う
方
を

対
象
に
、
令
和
２
年
分
所
得
の
確
定

申
告
に
向
け
た
入
力
指
導
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

疑
問
点
に
つ
い
て
入
力
指
導
会
で

相
談
す
る
方
式
を
取
り
ま
す
の
で
、

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
指
導
会

当
日
ま
で
に
伝
票
の
整
理
と
入
力
を

行
っ
た
う
え
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
18
日
、
25
日
、
３
月
４

日（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）の
午
前
９
時

30
分
～
12
時
30
分

会
場　

２
月
18
日
と
25
日
は
市
役
所

本
庁
舎
３
階
会
議
室
、
３
月
４
日
は

市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室

対
象　

経
営
改
善
の
た
め
に
パ
ソ
コ

ン
で
農
業
簿
記
及
び
決
算
後
経
営
分

析
を
行
う
方

持
参
す
る
物　

パ
ソ
コ
ン
、
ソ
フ
ト

Ｃ
Ｄ
、
決
算
書
類
等

講
師　

ソ
リ
マ
チ
㈱
担
当

申
込
期
限　

開
催
日
２
日
前
ま
で
に

農
政
課
へ
電
話
で
申
し
込
み

・

農
政
課　

☎
63
―

４
８
０
５

公
共
職
業
訓
練

訓
練
コ
ー
ス
説
明
会

　

再
就
職
を
目
指
す
求
職
者
の
皆
さ

ん
。
職
業
訓
練
施
設
を
見
学
し
て
、

あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
な
訓
練
コ
ー
ス

を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

２
月
16
日
㈫　

午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分

会
場　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
大
分
市
皆
春
１
４
８
３
―

１
）　

参
加
料　

無
料

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

☎
０
９
７
―

５
２
９
―

８
６
１
５

ア
ー
ク
溶
接
等
業
務
特
別
教
育

（
学
科
の
み
）

日
時　

３
月
11
日
㈭
・
12
日
㈮　

午

前
８
時
50
分
～
午
後
４
時
45
分

会
場　

豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館

受
講
料　

会
員
９
３
５
０
円（
会
員

外
１
２
１
０
０
円
）と
テ
キ
ス
ト
代

１
１
０
０
円

定
員　

20
人

小
型
車
両
系
建
設
機
械（
整
地

等
用
）運
転
業
務
特
別
教
育（
機

体
重
量
３
ト
ン
未
満
）

日
時　

３
月
８
日
㈪
・
９
日
㈫　

午

前
８
時
15
分
～
午
後
５
時
25
分

会
場　

大
分
県
立
農
業
大
学
校

受
講
料　

会
員
１
２
１
０
０
円（
会

員
外
１
４
８
５
０
円
）と
テ
キ
ス
ト

代
１
３
７
０
円

定
員　

30
人

・
（
一
社
）大
分
県
労
働
基
準
協

会
豊
後
大
野
支
部　

☎
０
９
７
４
―

26
―

４
１
１
５

FAX　 

０
９
７
４
―

26
―

４
１
４
６

たけたんインフォ

　新型コロナウイルス感染症の収束の兆
しが見えない中、感染者やその家族、医
療従事者、介護・福祉関係者などに対す
る心無い言動、不当な差別や偏見による
誹謗中傷が問題となっています。どのよ
うな理由であっても「コロナ差別」は許さ
れるものではありません。
　日本赤十字社は、「新型コロナウイル
ス」には３つの感染症の顔があると訴え
ています。第１の感染症は「病気そのも
の」、第２の感染症は「不安と恐れ」、第３
の感染症は「嫌悪・偏見・差別」です。こ
の３つの感染症はつながり、負のスパイ
ラルを作っています。
　私たちが警戒すべき相手は、人ではな
く「ウイルス」です。新型コロナウイルス
に対応するすべての方々にねぎらいと敬
意を払うとともに、お互いに思いやりの
気持ちをもって行動しましょう。
問人権・部落差別解消推進課
　☎63-4820

70

ＳＴＯＰ 
“コロナ差別”
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作
品
募
集

第
32
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

「
美
術
展
」の
作
品
募
集

　

５
月
18
日
㈫
～
23
日
㈰
に
大
分
県

立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る「
美
術
展
」

に
出
品
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

資
格　

県
内
に
在
住
す
る
60
歳
以
上

（
昭
和
37
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
）で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

作
品　

出
品
者
個
人
が
創
作
し
、
未

発
表
の
も
の
で
、
各
部
門
と
も
１
人

１
点
で
テ
ー
マ
は
特
に
定
め
な
い

出
品
料
等　

無
料

出
品
部
門（
７
部
門
）

日
本
画
の
部
、
洋
画
の
部
、
彫
刻
の

部
、
工
芸
の
部
、
書
の
部
、
写
真
の

部
、
集
団
創
作（
工
芸
）の
部

※
集
団
創
作
の
部
と
令
和
元
年
度
最

優
秀
受
賞
者
の
同
一
部
門
か
ら
の
作

品
は
審
査
対
象
外
と
し
ま
す
。

※
各
部
門
と
も
詳
細
な
応
募
・
規
格

要
領
は
、
高
齢
者
福
祉
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

２
月
３
日
㈬
～
３
月
10

日
㈬

申
込
方
法　

申
込
期
間
内
に
高
齢
者

福
祉
課
、
各
支
所
に
備
え
付
け
の
出

品
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
者
福
祉
課　

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
１
３
５
）

競
　
売

公
用
車
を
せ
り
売
り
し
ま
す

　

車
両
の
入
替
等
で
使
用
さ
れ
な
く

な
っ
た
公
用
車
に
つ
い
て
、
せ
り
売

り
を
開
催
し
ま
す
。
日
程
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
出
品
車
両　

ハ
イ
エ
ー
ス
３
台
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
２
台
、
２
ト
ン
ダ
ン

プ
１
台
、
消
防
車
両
１
台
、
軽
自
動

車
２
台
、
乗
用
芝
刈
り
機
１
台
、
乗

用
ス
イ
ー
パ
１
台

■
事
前
下
見
会

日
時　

２
月
10
日
㈬　

午
前
９
時
～

正
午

場
所　

市
役
所
本
庁
裏
駐
車
場
、
市

消
防
本
部
、
市
総
合
運
動
公
園

※
各
車
両
の
詳
細
に
つ
い
て
は
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
財
政
課
窓
口
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

■
せ
り
売
り

日
時　

２
月
17
日
㈬　

午
後
１
時
30

分
～（
受
付
は
午
後
１
時
～
）

場
所　

市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室

※
車
両
に
つ
い
て
は
す
べ
て
現
状
車

で
す
。

※
提
出
が
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
。

当
日
必
要
な
も
の
や
、
記
載
の
な
い

事
項
に
つ
い
て
は
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
財
政
課
窓
口
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

問
財
政
課
市
有
財
産
経
営
管
理
室　

☎
63
―

４
８
０
２

臨
時
窓
口
開
設

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
等

の
休
日
の
臨
時
窓
口
を
開
設
し

ま
す

　
　
　
　
　
　

   

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
に
関

す
る
手
続
き
の
ほ
か
、
カ
ー
ド
の
交

付
及
び
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約
・

申
し
込
み
の
支
援
、
電
子
証
明
書
・

カ
ー
ド
の
更
新
手
続
き
に
つ
い
て
も

受
け
付
け
ま
す
。
日
程
は
次
の
と
お

り
で
す
。

開
設
日
時

２
月
７
日
㈰　

午
前
９
時
～
正
午

３
月
７
日
㈰　

午
前
９
時
～
正
午

会
場　

市
役
所
本
庁
１
階
市
民
課

※
支
所
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

問
市
民
課
市
民
係　
☎
63
―

４
８
０
４

補
償
金
制
度
　

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
に
対

す
る
補
償
金
制
度

　
「
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
に
対

す
る
補
償
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法

律
」に
基
づ
き
、
対
象
と
な
る
皆
さ

ま
に
国
か
ら
補
償
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

補
償
金
の
請
求
等
に
関
す
る
相
談

に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
補
償
金

担
当
窓
口（
☎
03
―

３
５
９
５
―

２
２

６
２
）ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

地元で働いてみませんか？

ふるさと求人情報
①森林作業員　２人　16.2〜23.3万円
②一般作業員　１人　20〜25万円
③建築大工　１人　20〜30万円
④肉の加工　１人　16〜25万円
⑤自動車整備　１人　17〜22万円
⑥調理見習　１人　16〜20万円
⑦事務　１人　12.8〜16万円
⑧土木作業員　２人　25.3〜39.1万円
⑨大型ダンプ運転手　２人　20.7〜23.1万円
⑩フロント・経理業務　１人　13.6万円
⑪介護スタッフ　１人　13.6〜17.1万円
⑫営業　１人　17〜25万円

〔パート求人〕（時給）
⑬登録ヘルパー　２人　1200円
⑭受付事務・医療事務　１人　900〜950円
⑮ホテル清掃員　２人　800円
⑯一般作業員　１人　1000〜1200円
⑰看護職員（正・准看護師）　１人
　1200〜1500円
⑱食肉配送員　１人　900円
⑲タクシー乗務員　１人　792〜800円
⑳選別作業員及び清掃作業員　１人　1200円
㉑調理員　３人　900円
㉒レジ担当者　２人　850円
㉓店内販売員　６人　792〜850円
㉔商品のレンタル・販売スタッフ　１人
　900〜1000円
問竹田市ふるさとハローワーク ☎63-1101

※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

国民健康保険税・介護保険料
後期高齢者医療保険料の減免

　新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年中の収入
が前年から３割以上減少した方等の保険税（料）（平成31年度分及
び令和２年度分の保険税（料）のうち令和２年２月１日～令和３
年３月31日の間に納期限が設定されているもの）の減免につい
て、申請期限が３月31日㈬までとなっています。
　詳しくは広報たけた７月号別冊または市公式ホームページを
ご確認いただくか、税務課課税係までお問い合わせください。
問税務課課税係　☎63-1111（内線124、125、126）
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意
見
募
集

第
３
期
竹
田
市
障
が
い
者
基
本

計
画
及
び
第
６
期
竹
田
市
障
が

い
福
祉
計
画
・
第
２
期
竹
田
市

障
が
い
児
福
祉
計
画（
素
案
）へ

の
意
見
募
集
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
障
害
者
基
本
法
に
基
づ

き
、「
第
３
期
竹
田
市
障
が
い
者
基

本
計
画
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

併
せ
て
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ

き
、「
第
６
期
竹
田
市
障
が
い
福
祉

計
画
」・「
第
２
期
竹
田
市
障
が
い
児

福
祉
計
画
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
内
容
を
公

表
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見

を
募
集
し
、
今
後
の
計
画
の
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
期
間　

２
月
１
日
㈪
～
15
日
㈪

対
象
者

〇
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

〇
市
内
に
存
す
る
事
務
所
ま
た
は
事

業
所
に
勤
務
す
る
方　

な
ど

　

素
案
に
つ
い
て
は
社
会
福
祉
課
、

各
支
所
市
民
係
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
閲
覧
が
で
き
ま
す
。
意

見
の
提
出
方
法
な
ど
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
63
―

４
８
１
１

たけたんインフォ／「建築」の魅力に出会う

「建築」の魅力に出会う
「隈研吾の建築×竹田の建築」展開催！

　竹田市歴史文化館・由学館では、開館記念特別展第２弾として「隈

研吾の建築×竹田の建築」展を３月14日㈰まで、特別展示室ちくでん

館と市民ギャラリーで開催しています。

　2020年に本市旧城下町に完成した竹田市歴史文化館・由学館と竹

田市城下町交流プラザは、かの新国立競技場の設計も手がけた世界的

建築家・隈研吾氏の建築作品です。市ではすでに、長湯温泉の御前

湯（象設計集団）やクアパーク長湯（坂茂氏）をはじめ、竹田市総合文化

ホール（香山壽夫氏）や竹田市立図書館（塩塚隆生氏）など名だたる建築

家の作品が存在し、まさに「竹田の建築」という１つのコンテンツがで

きあがりました。このコンテンツを市のまちづくり・ひとづくりにど

のように活用していくかを考えていく必要があります。

　今回の展覧会では、隈研吾氏がこれまでに手がけた建築作品の中か

ら19件について、隈氏自身のイメージスケッチとともに写真パネル

や模型を展示し、「隈建築」の楽しみ方を紹介しています。また、「竹

田の建築」を空撮映像で紹介するほか、竹田市最古の木造建築物であ

る重要文化財「愛染堂」の魅力も紹介しています。

  「隈建築」を通して「竹田の建築」の魅力を探る、竹田市で「建築」を楽

しむという体験を由学館がお届けします。

開館時間　午前９時～午後５時（最終入場は午後４時30分）

休　館　日　木曜日（２月11日㈭は開館、12日㈮が休館日です）

観　覧　料　一般500円（400円）、65歳以上250円

　　　　　小中学生300円（200円）、幼稚園以下無料

　　　　　各種障害者手帳提示者とその介護者１名は無料

　　　　　※（　）内は団体料金です〔20人以上〕

　　　　　※上記観覧料には国指定史跡旧竹田荘の観覧料も含まれ

ます。

問歴史文化館　☎63-2200

クアパーク長湯

総合文化ホール

城下町交流プラザ

由学館［撮影］川澄・小林研二写真事務所　浜田昌樹
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２月の休日及び夜間の在宅当番医院
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

１㈪ 道全内科 ☎63-2270 15㈪ 道全内科 ☎63-2270

２㈫ 志賀内科 ☎63-2083 16㈫ 志賀内科 ☎63-2083

３㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 17㈬ 秦医院 ☎63-2246

４㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 18㈭ 柚須医院 ☎63-2016

５㈮ 柚須医院 ☎63-2016 19㈮ 竹田クリニック ☎64-9000

６㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 20㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

７㈰ 大久保病院 ☎64-7777 21㈰ 大久保病院 ☎64-7777

８㈪ 道全内科 ☎63-2270 22㈪ 道全内科 ☎63-2270

９㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 23㈫ 竹田医師会病院 ☎63-3241

10㈬ 志賀内科 ☎63-2083 24㈬ 志賀内科 ☎63-2083

11㈭ 竹田医師会病院 ☎63-3241 25㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

12㈮ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 26㈮ 安西皮膚科 ☎63-3232

13㈯ 大久保病院 ☎64-7777 27㈯ 大久保病院 ☎64-7777

14㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 28㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

受付時間　平日夜間　  18：00〜21：00　土曜日  13：00〜21：00
　　　　　日曜、祝日　  9：00〜21：00
注意事項
・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもら

うようお願いします。
・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前

に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。
・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休

日当番病院を受診してください。
※当番医の情報については、変更になる場合があります。最新

の情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧
いただくか、竹田市消防署（☎63-0119）でも確認できます。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

２／７㈰ つばさ歯科（三重町市場） ☎0974-22-6262
２／11㈭ 竹田市荻町歯科診療所（荻町馬場） ☎0974-68-3263
２／14㈰ 岩田歯科クリニック（野津町野津市） ☎0974-32-7220
２／21㈰ ふじさわ歯科医院（竹田市竹田） ☎0974-64-1118
２／23㈫ みどり歯科クリニック（緒方町下自在） ☎0974-42-3031
２／28㈰ 竹下歯科医院（竹田市竹田） ☎0974-62-2662
３／７㈰ 第一歯科大塚（三重町市場） ☎0974-22-6377
３／14㈰ 歯科筑紫医院（久住町久住） ☎0974-76-0024

※竹田市歯科医師会が実施していました当番医院体制は、４月から
竹田市歯科医師会と豊後大野市歯科医師会による輪番体制となり
ました。

※診療時間　9：00〜12:00（受付11:30まで）
※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームページでも

確認することができます。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

２／６㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
２／７㈰ 豊後大野市民病院
２／11㈭ 豊後大野市民病院
２／13㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
２／14㈰ 豊後大野市民病院
２／20㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
２／21㈰ みやわき小児科
２／23㈫ 豊後大野市民病院
２／27㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
２／28㈰ 豊後大野市民病院
３／６㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
３／７㈰ 豊後大野市民病院

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）
　みやわき小児科（☎0974-24-0230）
　三重東クリニック（☎0974-22-6333）
　竹田市立こども診療所（☎63-3838）
受付時間　8:30〜11:30（こども診療所は9:00〜12:00）
診療時間　9:00〜12:00（三重東クリニックは8:30〜12:00）
受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場
合があります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署（☎63-
0119）に電話でご確認ください。また、院外薬局が休みの場合には、
あらかじめ用意された約束処方となることがあります。なお、毎月の当
番表については、「おおいた医療情報ほっとネット」で公開しています。

休日・夜間の在宅当番医院／えがおの子育て小児科

　

ご
自
分
の
子
育
て
を
成
功
だ
っ
た

と
思
っ
て
い
る
方
は
お
ら
れ
ま
す

か
？
誰
も
が
成
功
感
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
な
い
の
が「
子
育
て
」で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
私
も
で

す
。

　

そ
の
難
し
い「
子
育
て
」を
支
え
て

い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
乳
幼
児
期

で
あ
れ
ば
保
健
師
さ
ん
や
保
育
士
さ

ん
、
学
童
期
以
降
で
あ
れ
ば
学
校
の

先
生
方
、
特
に
支
援
が
必
要
な
場
合

は
医
療
や
福
祉
関
係
の
方
々
、
就
職

の
際
は
就
労
支
援
関
係
者
、
就
労
後

は
職
場
の
方
々
で
す
。

　

私
は
、
一
人
の
子
ど
も
が
大
人
に

な
る
ま
で
の「
子
育
て
支
援
」に
、
家

族
と
こ
れ
ら
多
職
種
に
よ
る
支
援
が

各
段
階
で
途
切
れ
る
の
で
な
く
、
顔

の
見
え
る
関
係
を
持
ち
な
が
ら
継
続

す
る
こ
と
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

乳
幼
児
、
保
・
幼
・
小
・
中
・
高
・

特
別
支
援
学
校
、
就
労
へ
の
ス
テ
ッ

プ
で
の
引
き
継
ぎ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
大
切
と
提

案
し
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
幼
い

頃
に
保
育
し
た
子
ど
も
が
、
小
・
中

学
校
で
ど
の
よ
う
に
育
っ
て
い
る
か

を
知
る
こ
と
は
、
保
育
士
さ
ん
に

と
っ
て
の
明
日
か
ら
の
保
育
の
修
正

に
も
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

　

私
は
県
内
を
巡
回
し
な
が
ら
、
子

ど
も
の
成
長
を
支
援
す
る
多
職
種
の

方
々
と
知
り
合
う
貴
重
な
機
会
を
得

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
方
々
が
、
医
者

が
気
づ
か
な
い
多
く
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
な
視
点
を
お
持
ち
で
あ
る

こ
と
を
知
り
、「
子
育
て
支
援
」の
中

で
の
医
者
は
、
支
援
者
の
輪
の
中
の

一
人
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
多
職
種
が
家
族
と
と
も
に

「
子
育
て
支
援
」を
考
え
る
こ
と
が
で

き
た
ら
、
そ
れ
は
最
上
の「
子
育
て

支
援
」に
な
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

　

私
は
４
月
よ
り
埼
玉
医
科
大
学
の

小
児
科
教
授
に
着
任
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
竹

田
の
皆
さ
ま
と
お
会
い
す
る
こ
と
は

難
し
く
な
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
竹

田
は
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
を
絶
や
す

こ
と
の
な
い「
子
育
て
支
援
」を
構
築

で
き
る
市
と
思
っ
て
い
ま
す
。
期
待

し
て
良
い
で
す
よ
ね
！

（
大
分
大
学
客
員
教
授　

是
松
聖
悟
．）

第55回 大人になるまでの
子育て支援の提案

出 張 !
えがおの子育て

小児科
地域医療･小児医療の視点から
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文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが  『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

　

久
し
ぶ
り
に
大
分
大
学
の
医
学
部
を
訪
れ
た
。

竹
田
市
医
師
会
の
安
永
正
剛
会
長
と
事
務
局
長
の

大
西
文
昭
氏
、
そ
し
て
市
役
所
の
担
当
課
で
あ
る

保
険
健
康
課
の
工
藤
直
樹
課
長
と
私
と
で
、
医
学

部
長
の
山
岡
𠮷
生
氏
と
面
談
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

以
前
の
訪
問
は
竹
田
市
立
こ
ど
も
診
療
所
に
関

す
る
相
談
だ
っ
た
。
会
場
と
な
っ
た
大
学
の
医
学

部
長
室
は
前
回
と
同
様
。
だ
か
ら
懐
か
し
か
っ
た

の
で
あ
る
が
、
今
回
は
竹
田
市
及
び
竹
田
医
師
会

病
院
の
現
状
説
明
と
医
師
派
遣
に
つ
い
て
の
要
望

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
か
ら
は
要

望
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
な
政
策
提
案
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
。
安
永
会
長
か
ら
は
現
在
の
６
名
体
制(

内

科
医
２
名
・
外
科
医
３
名
・
整
形
外
科
医
１
名)

で

地
域
医
療
に
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
窮
状
を
訴
え

て
い
た
だ
い
た
が
、
私
か
ら
は
、
単
な
る
医
師
派

遣
の
要
請
だ
け
で
は
竹
田
市
に
医
師
を
派
遣
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
困
難
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
研

修
医
の
派
遣
を
足
掛
か
り
に
始
ま
る
竹
田
市
と
の

医
療
連
携
の
こ
と
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

竹
田
市
が
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
て
温
泉

の
総
合
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
50
名
ほ
ど
も
養
成

し
た
り
、
温
泉
に
よ
る
効
果(

エ
ビ
デ
ン
ス)

調
査

を
継
続
し
た
り
、
ド
イ
ツ
と
の
交
流
に
よ
っ
て
ク

ア
ハ
ウ
ス
の
建
設
を
実
現
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、
厚
労
省
か
ら

温
泉
利
用
型
健
康
増
進
施
設(

連
携
型)

の
認
定
を

受
け
て
い
る
背
景
な
ど
も
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
竹
田
市
の
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
山
岡
医
学
部
長
が
高
い
関
心
を
寄
せ
て
く
だ

さ
っ
た
。
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
、
山
岡
部
長
ご
自
身

が
医
学
部
環
境
・
予
防
医
学
講
座
を
担
当
す
る
な

ど
、
温
泉
の
効
能
を
健
康
づ
く
り
に
役
立
た
せ
る

と
い
う
方
向
性
を
意
義
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
か
ら
だ
っ
た
。

　

山
岡
部
長
の
言
葉
を
解
釈
す
る
と
こ
う
な
る
だ

ろ
う
か
。「
た
と
え
ば
研
修
医
は
ど
こ
で
、
何
を

研
修
し
た
い
の
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
高

い
経
験
値
や
技
術
力
を
も
っ
た
指
導
医
が
い
る
と

い
う
の
が
強
み
で
す
ね
。
つ
ま
り
、
そ
の
こ
と
が

魅
力
に
な
る
ん
で
す
」と
。
分
か
り
や
す
い
説
明

だ
っ
た
。
研
修
医
が
魅
力
に
感
じ
る
地
域
で
あ
る

こ
と
と
い
う
話
か
ら
、
私
は
竹
田
市
と
ド
イ
ツ
と

の
温
泉
文
化
交
流
の
こ
と
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。「
わ
が
竹
田
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
バ
ー

ド
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
は
、
ま
さ
に
炭
酸
泉
を
活

用
し
て
隣
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
市
か
ら
温
泉
病
院
を

誘
致
し
た
ほ
ど
で
、
私
た
ち
の
交
流
は
30
年
以
上

の
歴
史
を
有
し
て
い
ま
す
。
海
を
渡
っ
た
市
民
は

１
千
人
を
超
え
て
い
る
ん
で
す
」と
。
さ
ら
に
、「
研

修
医
を
ド
イ
ツ
の
温
泉
療
養
地
に
派
遣
す
る
と
い

う
シ
ス
テ
ム
を
提
案
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
」

と
。

　

す
る
と
、
山
岡
部
長
は
と
て
も
興
味
深
く
捉
え

て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
こ
と
に
答
え
て
く

れ
た
。「
産
学
官
連
携
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
全
国
で
も
例
の
な
い
先
進
的
な
お
話
で

す
」と
。
私
と
安
永
会
長
は
付
け
加
え
た
。「
そ
の

必
要
経
費
を
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
提
案
し

た
ら
採
用
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
い
ま
す
」

と
。

　

こ
う
し
た
流
れ
が
、
コ
ロ
ナ
に
苦
し
む
世
界
の

人
々
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
温
泉
に
よ
る
予
防
医
療
、
自
然
治
癒

能
力
を
高
め
る
効
果
と
い
う
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
認
め
ら
れ
長
い
歴
史
を
有
す
る
。
医
師
を
目
指

す
若
者
た
ち
に
と
っ
て
、
自
分
の
人
生
を
か
け
て

挑
戦
の
で
き
る
分
野
が
見
つ
か
る
こ
と
は
こ
の
上

な
い
喜
び
の
は
ず
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
。
私
が
、
こ
れ
ら
の
話
を
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
紹
介
し
た
ら
、
６
年
前
に
竹
田
市
で
１

か
月
間
、
地
域
医
療
の
初
期
研
修
を
経
験
し
た
と

い
う
医
師
か
ら
コ
メ
ン
ト
が
入
っ
た
。「
地
域
の

魅
力
や
そ
こ
で
し
か
学
べ
な
い
医
療
の
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
た
ら
、
竹
田
市
が
選
ば
れ
な
い
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
」と
。
そ
し
て
、

「
私
に
と
っ
て
は
魅
力
的
な
地
域
で
す
。
私
を
配

属
し
て
ほ
し
い
く
ら
い
で
す
」と
も
コ
メ
ン
ト
し

て
く
れ
た
。

　

そ
し
て
今
。
こ
れ
ら
の
政
策
に
反
応
し
て
く
れ

る
企
業
体
の
進
出
も
打
診
さ
れ
て
い
る
。

　

目
標
を
持
つ
こ
と
。
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
続
け
る

こ
と
の
大
切
さ
を
教
わ
っ
た
歴
史
的
名
場
面
で
も

あ
っ
た
。

大
分
大
学
医
学
部
へ
の
提
案

目
標
が
な
け
れ
ば
チ
ャ
ン
ス
は
見
え
な
い
。
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
け
れ
ば
決
断
で
き
な
い
。

←（写真左から）山岡
部長、安永会長、
大西事務局長、工
藤課長
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低
地
か
ら
丘き
ゅ
う

陵り
ょ
う

地ち

の
よ
く
岩い
わ

場ば

に
生
育
す
る
高
さ
10
㍍
ほ
ど
の
落ら
く

葉よ
う

小し
ょ
う

高こ
う

木ぼ
く

で
す
。
明
る
い
春
の
陽よ
う

光こ
う

を
浴あ

び
て
里さ
と

山や
ま

に
点て
ん

々て
ん

と
分ぶ
ん

布ぷ

し
ま
す
が
、
花
が
ほ
か
の
樹じ
ゅ

木ぼ
く

に

ま
ぎ
れ
て
見
つ
け
に
く
い
植
物
で

す
。
花
を
近
く
で
見
て
ユ
ニ
ー
ク

な
花
の
作
り
に
気
づ
き
ま
す
。

　

互ご

生せ
い

の
葉
は
先
が
と
が
る
楕だ

円え
ん

形け
い

で
基き

部ぶ

は
ま
る
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ふ
ち
に
は
細こ
ま

か
な
鋸き
ょ

歯し

が
あ

り
ま
す
。
花
期
に
は
ま
だ
葉
は
谷た
に

折お

れ
の
状じ
ょ
う

態た
い

で
展て
ん

開か
い

し
て
い
ま
せ

ん
。
大
き
さ
は
長
さ
８
㌢
、
幅は
ば

が

４
㌢
ほ
ど
で
す
。

　

春
の
頃
、
枝え
だ

先さ
き

に
白
色
の
径
３
．

５
㌢
ほ
ど
の
細ほ
そ

い
５
弁
花
を
10
個

ほ
ど
集あ
つ

め
て
咲
か
せ
ま
す
。
花
弁

の
幅
が
狭せ
ま

い
の
で
、
花
弁
の
間
が

す
い
て
い
ま
す
の
で
、
ま
と
ま
り

の
な
い
ば
ら
け
た
形け
い

状じ
ょ
う

に
見
え
ま

す
。
花
の
あ
と
、
柄え

の
長
い
径
１

㌢
ほ
ど
の
球き
ゅ
う

形け
い

の
黒こ
く

紫し

色し
ょ
く

の
果か

実じ
つ

を
つ
け
ま
す
。

　

和
名
の
由
来
は
花
の
形
状
か
ら

昔
の
武ぶ

将し
ょ
う

が
敵て
き

陣じ
ん

と
対た
い

峙じ

し
た
場ば

面め
ん

で
家け

来ら
い

に
進す
す

め
の
合あ
い

図ず

に
使
っ

た
采さ
い

配は
い

に
見
立
て
て
采ザ
イ

振フ
リ

木ボ
ク

の
名

が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
阿あ

蘇そ

溶よ
う

結け
つ

凝ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

の

上
に
茂し
げ

っ
た
雑ぞ
う

木き

林ば
や
し

の
ふ
ち
で
観

察
さ
れ
ま
す
が
、
個こ

体た
い

は
多
く
あ

り
ま
せ
ん
。
花
期
は
３
月
か
ら
４

月
で
す
。

阿孫  久見

ザイフリボク（バラ科）

郷土の植物
（382）

第191回

　１月10日、本庁舎と各支所の玄関に、新
成人記念写真撮影場所が設置されました。
華やかに着飾った新成人たちが、久々の再
開を喜びつつ写真を撮影していました。「令
和３年竹田市成人式」は夏に開催予定です。

成
人
の
記
念
に
パ
シ
ャ
リ


